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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、最も保存性の高いタンパク質として知られるユビキチンをコードしています。ユビキチンは、異常タンパク質および正常タンパク質のATP依存性、非リソソーム性細胞内タンパク質分解に必須であり、その分解は急速に進行します。ユビキチンは分解対象のタンパク質に共有結合し、おそらくはこれらのタンパク質を分解対象として標識する役割を果たしています。ユビキチンは、活発に転写されている領域ではヒストンH2Aにも結合しますが、ヒストンH2Aの分解は引き起こさないことから、ユビキチンは遺伝子発現の調節にも関与していると考えられます。この遺伝子は、スペーサー配列のないユビキチンコード配列の3つの直接的な繰り返し配列で構成されています。その結果、タンパク質は、最後の繰り返し配列の後にアミノ酸が1つ付加されたポリユビキチン前駆体として発現されます。このタンパク質の異常型は、アルツハイマー病およびダウン症候群の患者で確認されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	NIH/3T3（1）およびHela（2）細胞溶解物に対するUBBマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	UBB マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

